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Ⅰ．宮前地区の概要 

１．地域の特性 

地理：当地区は、松阪市の西部旧飯高町の東の玄関口に位置し、周囲に 1,000 級の山々が連なり、奈良県

境の高見山を源流とする櫛田川とその支流に沿って集落が点在するまちです。標高は飯高地域振興

局で約 145ｍ、面積は 27.82ｋ㎡で約 90％が山林です。限られた農地では田や茶畑が耕作され、地

区内の大半が香肌峡県立自然公園に指定されています。また、まちの中を東西に中央構造線が走り、

その断層を荒滝不動尊の庄司川で見ることができます。 

観光：当地区は、天然温泉のある道の駅「飯高駅」を中心に、和歌山街道（めずらし峠）ウォーキングコ

ースが整備され、休日は多くの人で賑わいます。コース周辺には、県文化財に指定された大楠があ

る水屋神社、200 年余の歴史ある大神楽が残る花岡神社、映画界の巨匠、小津安二郎資料室等があ

り、歴史と文化を感じることができます。また、伊勢三山のひとつである局ケ岳は初級者向けの登

山コースとして人気があります。つつじの名所として有名な荒滝不動尊の入口にある宿泊施設「つ

つじの里荒滝」は、魚釣り、魚つかみ、キャンプ等が楽しめます。

歴史： 赤桶の水屋神社に近接する宮ノ東遺跡からは、縄文時代後期の土器等が多数出土していることか

ら、すでにこの頃、竪穴住居の並ぶ集落が営まれていたと考えられています。時代は下って、南北

朝時代に入ると、伊勢と大和の国分け伝説が残るように、水屋神社には春日大社の影響が残ってい

ました。鎌倉時代に入ると当地域は、北畠具教が織田信長に暗殺されるまで、伊勢の国司・北畠氏

によって治められていました。北畠氏は美杉の多気の館を本拠としていたため、庄司峠をから尾放

峠を経て大台の三瀬の館へ人馬の往来がありました。今も、野々口の山腹に北畠具教の首塚が祀ら

れています。 

江戸時代、当地は紀州藩松阪領となりました。和歌山街道の宿駅として交通の要衝であり、本陣

や伝馬所が置かれ、高札場もあったと記録に残っています。明治 22 年、市町村制が実施され、現

在の財産区である下滝野、宮前、野々口、作滝、赤桶の地区ができました。 

    産物は材木、お茶・椎茸で、特に川俣茶は八代将軍吉宗に献上し御用茶となりました。明治時代

には茶聖大谷嘉兵衛が横浜を舞台に活躍をしました。 

行事：当住民協議会は、９つの自治会で構成されていますが、代々継承されてきた年中行事等は、下滝野 

区、宮前区、野々口区、作滝区、赤桶区の５つの財産区が守り続けています。また、合併を機に、

若い世代のグループが地域全体の祭りとして「宮前フェスティバル」を企画運営しています。 

名  称 開催時期 実施主体 

つつじ祭り 毎年 4月 29 日（祝） 赤桶区 

栢原不動尊祭り 毎年4月第2日曜日 下滝野区 

局ケ岳神社祭り 毎年4月第1日曜日 宮前区 

秋葉さん祭り 毎年 10 月上旬 宮前区 

あたごさん祭り 毎年4月第3日曜日 野々口区 

花岡神社、春秋祭 毎年 3月、10月 氏子総代会 

水屋神社、春秋祭 毎年 3月、10月 氏子総代会 

各地域盆踊り 毎年お盆 各区 

宮前文化祭 毎年 3月上旬 実行委員会 

赤桶ふるさと祭り 毎年 2月中旬 実行委員会 

宮前フェスティバル 毎年 9月中旬 実行委員会 
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２．基礎データ 

  ○宮前地区の年代別人口の推移                    （住民基本台帳による）

宮前地区 

の人口 
世帯数 男 女 

年少人口 

（14歳以下） 

生産年齢人口 

（15～64歳） 

高齢者人口 

（65歳以上） 

2000年4月

（H12） 
2,276 人 689  1,098 人 1,178 人 － － － 

2005年4月

（H17） 
2,199 人 710 1,050 人 1,149 人 － － － 

2010年4月

（H22） 
1,990 人 735 935 人 1,055 人

237 人 

（11.9%） 

1,060 人 

（53.3%） 

693 人 

（34.8%） 

2014年4月

（H26） 
1,814 人 746 861 人 953 人 

195 人 

（10.7%） 

905 人 

（49.9%） 

714 人 

（39.4%） 

  ○地区内にある小中学校の児童生徒数                      H26.5.1 現在 

学 校 名 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計 

宮前小学校 9人 11 人 14 人 18 人 17 人 20 人 89 人 

飯高東中学校 15 人 21 人 25 人  61 人 

（田引地区の児童生徒を含む） 

  ○地区内にある主な公共施設等 

施設名称 所在地 連絡先 

松阪市飯高地域振興局 宮前 180 0598-46-7111 

松阪市飯高老人福祉センター 宮前 704-2 0598-46-1315 

宮前診療所 宮前 1104 0598-46-0003 

飯高歯科診療所 宮前 1103-2 0598-46-0154 

松阪警察署 飯高幹部交番 宮前 210-2 0598-46-0009 

宮前郵便局 宮前 239-2 0598-46-0230 

飯高東中学校 宮前 927 0598-46-0004 

宮前小学校 宮前 1022 0598-46-0034 

やまなみ保育園 宮前 112 0598-46-0056 

道の駅「飯高駅」 宮前 177 0598-46-1111 

つつじの里「荒滝」 赤桶 1076-3 0598-46-0166 

  ○安全な暮らしに関するデータ                         H26.5.1 現在

名 称 数量等 名 称 数量等 

カーブミラー 106 ヶ所 自主防災組織 5団体

防犯灯 261 ヶ所 消防団員 70  人

自治会掲示板 24 ヶ所 防火水槽 66箇所

ゴミ集積所 28 ヶ所 消化栓 132 箇所
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３．地域の主な課題 

 ●まだまだ参加者が少ないまちづくり事業 

  ○過疎化や少子高齢化の中では、一人ひとりの力を持ち寄って、まちづくりを進めていく必要があります。

役員になった人だけに任せるのではなく、宮前に住まうみんなが自分ごととしてとらえ活動に参加する

ことが大切です。 

○地域には既存の団体があり、いろいろな活動を行なっています。特に区や自治会はそれぞれに歴史を持

ち、新しく誕生したまちづくり協議会との違いが住民の皆さんに周知できていません。そこで各種団体

との役割分担と連携が必要になってきます。 

○まちづくり協議会は自主財源がないために、役員の継続的な確保が難しくなっています。会員に積極的

に呼びかけて、次代を担う後継者（リーダー）を育成していく必要があります。 

●全国規模で少子高齢化が進む中山間地域 

○働きたくても働く場所が少ないため、若者が都市部に出て行き、小中学校の児童生徒も減少しました。

平成 28 年度から飯高管内の中学校が統合されますが、保育園・小学校・中学校は宮前地区に残るため

地域住民みんなで支えていく必要があります。特に、中学校統合問題は、地域との繋がりが強い施設だ

けに、他地域の生徒の受け入れについてはＰＴＡとともに新しい運営システムを構築していく必要があ

ります。 

  ○合併前は町が若者定住住宅を建設してきましたが、地域には市営住宅の数がまだ不足しています。 

   若者が定住するためには、地域が住宅適地や空き家を紹介するとともに、定住者が地域の生活習慣に慣

れるよう支援していく必要があります。 

  ○総合病院や大型店が遠方にあるので、通院買い物に時間を要したり、生活必需品がすぐ入手できないこ

とがあります。特に、公共交通機関が十分に整備されていないために、車をもたない高齢者や学生は不

便を感じています。 

  ○当地区の基幹産業である林業や農業（お茶）が担い手不足により活力がなくなるとともに、撤退する商

工者が増えています。 

  ○子育て世代にとっては、自然はあるものの、図書館・文化ホールなどの文化的施設や映画館等の娯楽施

設がなく賑わいがないと感じています。 

○始めからこのまちに住んでいる人は、このまちの魅力に気づいていないことがあります。 

 ●心配不安な防災・防犯 

○災害はいつやってくるかわかりません。一人ひとりが防災意識を高めることが必要です。 

○当地域は急傾斜地が多く、近年の大型台風やゲリラ豪雨で引き起こされる土砂災害が心配な箇所がたく

さんあります。日頃の隣近所のお付き合いを大切にし、非常時には支えあうことが必要です。特に、高

齢者や要援護者の方への支援が必要です。 

  ○飯高駅には年間 35万人以上の来訪者があり、昔のようにみんなが顔見知りという時代ではなくなりまし

た。地域で声かけをしたり、防犯パトロールや早めの不審者情報伝達が必要です。 

 ●少しずつ薄れていく地域の絆 

○地域での助け合いの機会が少なくなり、人びとの間の信頼感や絆が薄れてきています。地域の交流が活

発になるように地域間・世代間をつなぐ憩いの居場所の設置が必要です 

○残していきたい地域行事や伝統文化が、担い手や後継者不足で続けていくことが難しくなっています。 
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○子育て世代の人の中には、子育てに不安や悩みを抱える親が増えています。子どもの健やかな成長には、

周りの大人の援助や協力が必要なことから、地域の子どもを地域の宝として育てていく必要があります。 

○当地区は、一人暮らし高齢者や高齢者世帯が増えています。ふれあいや生きがいのための居場所を設置

したり、隣近所の見守り体制の確立が必要です。 

○当地区は、葬儀や出合い等への参加を強制されることが多く、移住者等は自治会等に加入しない人もい

ます。 

 ●地球規模で荒廃する自然環境 

  ○清流櫛田川の河川環境が、近年悪化し、夏の風物詩であった鮎釣りをする姿や川で遊ぶ子どもたちの姿

を見かけなくなりました。また、櫛田川は都市部の人々の水がめでもあることから、上流の地域に住む

者としてこの水を守っていくとともに、鮎釣り人や子どもの姿を櫛田川に取り戻す必要があります。 

○林業や農業の担い手不足や鳥獣害により、耕作放棄地が少しずつ増え、生活環境にも影響が出はじめて

います 

  ○林業の不振により、先人から引き継いだ森林資源がムダに放棄されています。バイオマス発電事業者等

と協働して、山に切り捨てられる間伐材を搬出することは、森林の保護にも繋がります。 

  ○人里離れた林道沿いでは不法投棄が多くなってきました。人の手を入れて里山を復活していく必要があ

ります。 

地区住民が力をあわせ、堂山（現宮前小学校、飯高東中学校の建設地）に資材を運ぶ様子です。 
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Ⅱ．地域の将来像 

  わたしたちの住む宮前地区は、美しい自然と山里の豊かな暮らしがもたらした歴史や地域文化があります。

豊かな自然は、わたしたちの暮らしを支え、心を和ませるなど無限の恵みを与えてくれています。 

  このような自然と歴史、地域文化の良さを、次の世代へと引き継いでいくことは、わたしたちの大切な役

割です。また、地区内には、振興局を始め、保育園、小学校、中学校や診療所等があり、中山間地にあって

も子育てに必要な機能を有した地域です。 

  さらに、道の駅「飯高駅」を中心に、山里の恵みを都市に住んでいる皆様にも提供し、都市住民との交流

を進めることで、地域の活性を図っていきたいと考えています。 

  一人ひとりの地域住民が「やさしさ」と「たくましさ」を持ち、みんなが笑顔に包まれた宮前をつくって

いきたいと考えています。そして、この素晴らしい環境の中で次の世代の子供たちが育ち、いつまでも住み

続けたいと思えるまちづくりを目指していきます。 

いつまでも住み続けたいまち宮前 

☆ 未来を担うやまなみ保育園の園児たち ☆ 
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Ⅲ．地域の目指すべき５つの目標 

１．自立したまちづくり協議会の確立 

    地域振興局が縮小されていく現状の中で、松阪市住民協議会規則に基づく住民協議会の役割や責任が

ますます大きくなると考えられます。宮前地区まちづくり協議会は、自立したまちづくり協議会を目指

し、独自でまちづくり会館を運営管理するとともに、隣接する松阪市飯高老人福祉センターの指定管理

委託を検討していきます。また、各区・各自治会との役割分担を明確にしながら協働による地域経営が

出来るよう、組織の仕組みを再構築していきます。今後は、若者や女性の住民協議会への参加率をさら

に高め、組織の強化を図るとともに、まちづくり活動資金を確保するために努力します。 

２．活気あふれる元気なまちづくり 

     私たちの住む地区を、活気あふれる元気なまちにするために、地域資源である美しい自然環境や歴史

文化を活用して観光振興策や特産品の販路拡大を図っていく必要があります。そのために、和歌山街道

ウォーキングコースの整備を進めるとともに、道の駅「飯高駅」を拠点とした地域内外への情報発信や

イベント等の事業に取り組みます。また、観光資源を活用した雇用の場が確保できるよう、まちづくり

会社の設立を検討していきます。子育て世代がイベント等の実施でまちを盛り上げ、地域の整備事業等

は先輩世代が受け持ちながら、世代を超えたまちづくりを進めます。 

     さらに、市の実施する空き家バンク制度に協力し、移住者を受け入れるための地域環境を整備してい

きます。 

３．安全で安心して暮らせるまちづくり 

いつ発生してもおかしくない、地震や風水害の災害被害を最小限に止めるため、一人ひとりの防災意

識を高める啓発や自主防災組織の活動を支援するとともに、地域が協力して子どもや高齢者を犯罪や交

通事故から守る運動に取り組みます。 

急傾斜地や危険箇所の多い当地区では、早めの避難を呼びかけるために防災無線の整備や避難路の確

保を行政と協働して進めていくとともに、防犯灯の新設、ＬＥＤへの取替えも進めていきます。 

安全・安心は市民生活の基本であり、地域住民や各種団体、事業者、警察、行政がお互いに連携し一

体となって「安全・安心なまち」を築いていく必要があります。 

４．地域の絆を大切にするまちづくり 

人と人との絆が失われつつある今日、仕事に追われる働き世代、生活のしづらさを抱える高齢者、子

育てに悩む子育て世代が増えるなか、世代を超えた交流を生み出すとともに、隣近所の声かけで地域住

民が連携していけるまちづくりに取り組みます。新たに、宮前に住みたいと考えている人には自治会を

通じて移住をサポートしていく必要があります。また、子育て支援や世代間交流、福祉ボランティアの

育成、災害時の避難支援など、一人ひとりが取り組めるところからはじめていくことが重要です。 

誰もが安心して住み慣れたまちで暮らせるようお互いに支え合い、今日まで培われてきた高齢者の経

験と知恵を次世代へ引き継ぐとともに、新たな人材の育成や若者が定住できる魅力あるまちづくりを推

進していきます。 

５．恵まれた自然環境を守り続けるまちづくり 

     地球規模で進む環境破壊は、当地域にも影響を及ぼしています。河川の水質悪化、山林の崩壊、里山･

農地の荒廃、不法投棄などが顕著な問題となっています。また老朽化した空き家が素晴らしい自然景観

を阻害しているところもあります。 

四季折々の彩りをなす自然があり、きれいな水が流れ、夜になると星もいっぱい見ることができる、

このまちを未来に引き継いでいくために、美化運動や里山・水辺の整備などできることから始めていき

ます。 
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Ⅳ．まちづくりの分野別計画 

先に示した、地域の目指すべき５つの目標を施策ごとに分け、具体的な事業を設定しました。主体の「自

主」はまちづくり協議会が独自で、「協働」は市や他の団体と協働して実施する事業を示しています。実施の

時期は「短期」は３年以内、「中期」は４～５年、「長期」は６年以上を想定しています。また、備考欄には、

協働すべき団体を記載しています。 

１．自立したまちづくり協議会の確立（事務局部）（自治部会） 

施策名 

 事業名 
事業内容 

主

体

ス
パ
ン

予定 

時期 
備考 

（1）まちづくり会館等の運営管理 

①まちづくり会館運営

管理事業 

宮前まちづくり会館を運営管理するととも

に、必要に応じ施設整備を行う。 

自 

主 

短

期 

H27～ 

（継続） 

②宮前地区火葬場運営

管理事業 

宮前地区の火葬場は、当面、事務局を飯盛生

産森林組合に委託するが、施設の取り壊しに

ついて検討していく。 

自

主 

短

期 

H27～ 

（継続） 

市の交付金を

活用 

市 

③飯高老人福祉センタ

ー施設管理事業 

まちづくり協議会による当施設の指定管理

実現にむけた検討委員会を設置する。 

協

働 

中

期 

H30～ 

（新規） 

市 

（2）地域のまちづくり活動との連携 

①まちづくり活動等交

流事業 

各区、各種団体の活動を情報共有し交流・連

携につなげる。 

協

働 

中

期 

H30～ 

（新規） 

自治会等 

各種団体 

②まちづくり活動等伝

承事業 

地域に伝わる祭事や行事、生活文化にかかる

記録の保存・伝承を行う。 

協

働 

中

期 

H30～ 

（新規） 

自治会等 

各種団体

（3）まちづくり協議会の情報発信 

①ホームページ等活用

事業 

宮前まちづくり協議会ホームページの開設

と運営管理を行う。 

自 

主 

短

期 

H27～ 

（新規） 

②協議会だより等発行

事業  

年 4 回の宮前まちづくり協議会だよりを発

行する。 

自 

主 

短

期 

H27～ 

（継続） 

（4）まちづくり活動資金の確保 

①活動交付金等活用事

業  

市の活動交付金や地域の元気応援事業を活

用し、地域振興事業を展開する。 

自 

主 

短

期 

H27～ 

（継続） 

②ふるさと応援寄付金

等活用事業 

ふるさと応援寄付金を活用し、自主財源の確

保に努める。 

自 

主 

短

期 

H27～ 

（新規） 

（5）まちづくりの人材確保と育成 

①人材発掘育成事業 
人材の掘り起こしを進めるとともに、研修会

や勉強会を通して能力向上を図る。 

自 

主 

短

期 

H27～ 

（新規） 

②人材研修等開催事業 

研修会や勉強会を開催するとともに、市が開

催する人材育成支援研修等に積極的に参加

する。 

協

働 

短

期 

H27～ 

（継続） 

市 
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２．活気あふれる元気なまち（自治部会）（観光部会）（文化部会） 

施策名 

 事業名 
事業内容 

主

体

ス
パ
ン

予定 

時期 
備考 

（1）和歌山街道ウォーキングコースの充実 

①ウォーキングコース

管理事業 

和歌山街道ウォーキングコースの維持管理

を行うともに、ガイドボランティアの充実を

図る。 

自 

主 

短

期 

H27～ 

（継続） 

ボランティア

団体 

②ウォーキングコース

整備事業 

ウォーキングコース内にトイレや東屋等を

設置する。 

自 

主 

短

期 

H27～ 

（新規） 

市の助成事業

を活用 

（2）観光資源の活用と特産品の開発及び販路拡大 

①まちづくり会社設立

事業 

まちづくり起業家を育成するとともに、地域

資源を活用したまちづくり会社の設立を検

討する。 

協

働 

中

期 

H30～ 

（新規） 

民間団体 

事業者 

②特産品等開発及び販

路拡大事業 

民間事業者と協働して地区のブランド化や

特産品開発を進めるとともに特産品などの

販路拡大を図る。 

協

働 

中

期 

H30～ 

（新規） 

民間団体 

事業者

（3）地域イベントの開催 

①地域イベント等開催

事業 

実行委員会を立ち上げ、「宮前フェスティバ

ル」等を開催する。 

協

働 

短

期 

H27～ 

（継続） 

飯高駅 

②地域イベント等支援

事業 

地域の祭事や行事等の調査を実施しすると

ともに、ＰＲ等の支援を行う。 

協

働 

中

期 

H30～ 

（新規） 

自治会等 

（4）生産者・事業者と連携した集客のしくみづくり 

①集客システム構築事

業  

商工会等と連携し、商業活性化のため魅力的

な集客システムを構築する。 

協

働 

中

期 

H30～ 

（新規） 

民間・商工会 

②事業者等連携事業 
観光事業者や三重交通等と連携し、団体客む

けの観光商品（バスハイク）等を開発する。

協

働 

中

期 

H30～ 

（新規） 

民間・商工会 

（5）移住者への魅力発信 

①移住者向け魅力発信

事業 

ホームページを活用し、地域の情報を発信す

る。 

協

働 

短

期 

H27～ 

（新規） 

市、自治会等 

②空き家バンク等支援

事業 

市と連携し、空き家の有効利用と移住者の定

住化を進める。 

協

働 

短

期 

H27～ 

（新規） 

市、自治会等 
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３．安全で安心して暮らせるまち（防災部会）（青少年部会）（健康部会） 

施策名 

 事業名 
事業内容 

主

体

ス
パ
ン

予定 

時期 
備考 

（1）地域防災連携の強化 

①自主防災組織強化事

業  

自主防災組織の強化を図り、防災活動マニュ

アルを見直す。 

協

働 

短

期 

H27～ 

（継続） 

市・自治会等 

②防災マップ更新事業 
危険区域等の点検を行い、防災マップを更新

作成し各戸に配布する。 

協

働 

中

期 

H30～ 

（継続） 

市・自治会等 

③大災害地域対応計画

策定事業 

大災害発生に備え、地区の役割分担（連絡連

携プレー）を明確にし、周知啓発を行う。 

協

働 

短

期 

H27～ 

（新規） 

市・自治会等 

（2）犯罪のないまちづくり 

①防犯灯等整備事業 
現地調査を実施し、防犯灯等の設置やＬＥＤ

への変更を行う。 

協

働 

短

期 

H27～ 

（継続） 

自治会等 

②地域防犯組織設置事

業  

自治会と連携して地域防犯組織を設立し、声

かけ運動や空き家等の巡回を行う。 

協

働 

短

期 

H27～ 

（継続） 

自治会等 

（3）交通事故のないまちづくり 

①交通安全指導連携事

業 

自治会や学校・警察・行政等と連携して啓発

運動や研修に参加する。 

協

働 

短

期 

H27～ 

（新規） 

自治会・学校

等 

②カーブミラー等点検

整備事業 

自治会や学校・ＰＴＡと連携し、カーブミラ

ー等の点検を行い、改善要望をしていく。 

協

働 

短

期 

H27～ 

（新規） 

市・自治会・

学校等 

③通学路等点検整備 
自治会や学校・ＰＴＡと連携して通学路の安

全点検を行い、改善要望をしていく。 

協

働 

短

期 

H27～ 

（新規） 

市・自治会・

学校等 

４．地域の絆を大切にするまち（福祉部会） 

施策名 

 事業名 
事業内容 

主

体

ス
パ
ン

予定 

時期 
備考 

（1）誰もが憩えるたまり場づくり 

①まちづくりサロン整

備事業 

集会所や空き家を利用したまちづくりサロ

ンの確保を検討する。 

協

働 

長

期 

H32～ 

（新規） 

民生児童委員 

②地域子育て支援事業 
保護者や子育てに関わる各種団体等と連携

し、充実した子育て環境の整備を支援する。

協

働 

短

期 

H27～ 

（継続） 

保護者会 

（2）隣近所の声かけ見守り事業 

①声かけ見守り事業 
子どもや高齢者・障がい者等の見守り体制を

確立する。 

協

働 

短

期 

H27～ 

（新規） 

民生児童委員 

（3）世代間交流の促進 

①世代間交流事業 
公民館講座・スポーツを通して世代を超えた

ふれあい交流事業や敬老事業を行う。 

協

働 

中

期 

H30～ 

（新規） 

公民館・民生

児童委員等 
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５．恵まれた自然環境を守り続けるまち（自治部会）（健康部会） 

施策名 

 事業名 
事業内容 

主

体

ス
パ
ン

予定 

時期 
備考 

（1）美化運動の拡充事業 

①美化運動拡充事業 自治会と連携し、美化運動の拡充を図る。 
協

働 

短

期 

H27～ 

（継続） 

自治会等 

②ポイ捨て防止看板設

置事業 
ゴミのポイ捨て防止看板を設置する。 

協

働 

中

期 

H30～ 

（新規） 

自治会等 

（2）憩いの広場づくり・里山の手入れ 

① 山村公園等管理事業 農山村公園等の保持と適正管理を支援する。
協

働 

中

期 

H30～ 

（新規） 

自治会等 

市 

②里山等整備事業 
荒廃した里山を保全し生態系の維持につな

げていく。 

協

働 

長

期 

H32～ 

（新規） 

自治会等 

市 

（3）水辺とふれあう里づくり 

①ふるさとの水辺整備

事業 

水辺（櫛田川）への降口や遊歩道等を整備す

る。 

協

働 

長

期 

H32～ 

（新規） 

自治会等 

市 

②清流櫛田川復元事業 
水道水源である櫛田川をＰＲし、清流櫛田川

を取り戻す運動を展開する。 

協

働 

長

期 

H32～ 

（新規） 

自治会等 

市 

清流 櫛田川（赤桶地内） 
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Ⅴ．個別事業実施計画 

１．自立したまちづくり協議会の確立 

（1）まちづくり会館の運営管理 

1-(1)-①  

事業名 
まちづくり会館の運営

管理事業 

説
明

地域住民の利便性を高めるために、宮前まちづくり会館を運営

管理するとともに、必要に応じ施設整備を行う。

現状と課題 
公共施設は、会議等の利用時間が制限されるため、まちづくり協議会専用の会館を所有（借受）

している。今後とも継続的に所有していくには、維持経費や施設整備費の確保が必要である。

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

会館管理費 会館管理費 会館管理費 会館管理費 会館管理費

概算予算 

（交付金充当額） 

700,000 円 

（700,000 円） 

700,000 円 

（700,000 円） 

700,000 円 

（700,000 円） 

700,000 円 

（700,000 円） 

700,000 円 

（700,000 円） 

参考事項 

1-(1)-②  

事業名 
宮前地区火葬場運営管

理事業 

説
明

地区の火葬場は、当面、事務局を飯高管内の施設を一括して飯

盛生産森林組合に委託していくが、今後施設の取り壊しについ

て市と協議しながら検討していく。 

現状と課題 

飯高管内に市営の火葬場がないため、地区の老朽化した火葬場を使用している。しかし、平成

23年 8月から飯南管内のさくら坂飯南火葬場が利用できることになり、当施設の利用件数は少

なくなってきた。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

運営委託費 運営委託費 運営委託費 運営委託費 運営委託費 

概算予算 

（交付金充当額） 

300,000 円 

（300,000 円） 

300,000 円 

（300,000 円） 

300,000 円 

（300,000 円） 

300,000 円 

（300,000 円） 

300,000 円 

（300,000 円） 

参考事項 

年度 利用件数 他利用件数 

平成20年度 21体  －  

平成21年度 19体  －  

平成22年度 13体  －  

平成23年度 14体  1体  

平成24年度 13体  4体  

平成25年度 4体   
宮前地区火葬場 

宮前まちづくり会館 宮前まちづくり会館での交流会 
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1-(1)-③  

事業名 
飯高老人福祉センター

施設管理事業 

説
明

飯高老人福祉センターをまちづくり協議会が指定管理者制度に

より運営管理するために、委員会を設置し実現にむけた検討を

していく。 

現状と課題 

当施設は、宮前まちづくり会館と隣接し駐車場を共有していることから、まちづくり協議会が

指定管理者制度により運営管理した方が住民の利便性が向上するが、市条例改正等が必要であ

る。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― 検討委員会設置 検討委員会設置 

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

松阪市老人福祉センター 

松阪市老人福祉センター管内の配置図 
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（2）地域のまちづくり活動との連携 

1-(2)-①  

事業名 
まちづくり活動等交流

事業 

説
明

各区の祭事や各種団体の行事を地域住民にＰＲし、参加・交流

を促進するために、各区、各種団体が実施している祭事等を調

査し、イベント情報誌にまとめ各戸に配布する。 

現状と課題 
各区の祭事や各種団体の行事は、高齢化や過疎化によって参加者が減少していることから、先

人から受け継がれた祭事等が次の世代に継承できない。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― 祭事等調査 情報誌作成

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ―

100,000 円 

（100,000 円） 

100,000 円 

（100,000 円） 

参考事項 

1-(2)-②  

事業名 
まちづくり活動等伝承

事業 

説
明

地域に伝わる祭事や行事、生活文化にかかる記録の保存と伝承

を行うために、昔の生活文化の写真を編集整理するとともに、

祭事や行事を写真やＤＶＤに記録して保存する。 

現状と課題 
地域には、古くから伝わる祭事や行事が残っているが、それを知る人や継承する人が少なくな

くなってきた。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― 記録保存 記録保存 

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ―

100,000 円 

（100,000 円） 

100,000 円 

（100,000 円） 

参考事項 

貴重な資料の記録 

花岡神社の大神楽 



14 

（3）まちづくり協議会の情報発信 

1-(3)-①  

事業名 
ホームページ等活用事

業 

説
明

宮前地区の魅力と協議会等の活動内容を広く周知ＰＲするため

に、宮前まちづくり協議会のホームページを開設するとともに、

更新等の運営管理を行う。 

現状と課題 
協議会の情報を、地区内外へ広く発信する手段がないため、宮前地区の魅力や協議会等の活動

内容を周知ＰＲする機会が限定的になっている。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

ホームページ開設 ホームページ管理 ホームページ管理 ホームページ管理 ホームページ管理

概算予算 

（交付金充当額） 

250,000 円 

(250,000 円) 

30,000 円 

(30,000 円) 

30,000 円 

(30,000 円) 

30,000 円 

(30,000 円) 

30,000 円 

(30,000 円) 

参考事項 

1-(3)-②  

事業名 
協議会だより等発行事

業  

説
明

まちの魅力を再発見し、地域内外に情報発信を行うために、年

に 4回の宮前まちづくり協議会だよりを発行する。 

 ・発行部数 ８００部 

現状と課題 
現在、宮前まちづくり協議会だよりを年２回発行しているが、今後、地域の魅力や協議会と各

種団体との連携事業を積極的に掲載していく必要がある。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

協議会だより発行 協議会だより発行 協議会だより発行 協議会だより発行 協議会だより発行 

概算予算 

（交付金充当額） 

100,000 円 

(100,000 円) 

100,000 円 

(100,000 円) 

100,000 円 

(100,000 円) 

100,000 円 

(100,000 円) 

100,000 円 

(100,000 円) 

参考事項 

宮前地区まちづくり協議会だより 第 1号

【参考】波瀬むらづくり協議会のホームページ
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（4）まちづくり活動資金の確保 

1-(4)-①  

事業名 
地域の元気応援事業等

活用事業 

説
明

市の活動交付金や地域の元気応援事業を活用して、地域イベン

トや地域内整備を進めていく。 

現状と課題 
現在、宮前まちづくり協議会は会費等を徴収していないため、自主財源が乏しく市の活動交付

金や元気応援事業などを活用しなければ事業ができない。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

1-(4)-②  

事業名 
ふるさと応援寄付金活

用事業 

説
明

協議会独自の地域特典を付加した、「ふるさと応援寄付金」を活

用して、自主財源を確保する。 

現状と課題 
当協議会は、市の活動交付金を財源にして人件費等に対応しているが、今後活動を拡充してい

くために自主財源が必要である。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

ふるさと交流 ふるさと交流 ふるさと交流 ふるさと交流 ふるさと交流 

概算予算 

（交付金充当額） 

100,000 円 

(      0 円) 

100,000 円 

(      0 円) 

100,000 円 

(      0 円) 

100,000 円 

(      0 円) 

100,000 円 

(      0 円) 

参考事項 

元気応援事業等活用の実績 

H24 歴史街道（和歌山街道）

   宮前宿冊子作成 25万円

H25 歴史街道宮前宿活性化事業

   珍布峠ウォーキングガイド作成 24万円

H26 和歌山街道観光開発事業

   広域連携（宮前・川俣・森・波瀬）55万円

ふるさと納税ちらし

ふるさと納税の目標 

 平成 27年度 500,000 円 

 平成 28 年度 600,000 円 

平成 29年度 700,000 円 

平成 30年度 800,000 円 

平成 31年度 900,000 円

元気応援事業で作成した冊子とパンフレット
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（5）まちづくり人材確保と育成 

1-(5)-①  

事業名 人材発掘育成事業 説
明

人材の掘り起こしを進めるとともに、研修会や勉強会を通して

関係者の能力向上を図る。 

現状と課題 

当協議会を充実した組織にしていくために、企画、財務、労務等広範囲の知識が必要であるこ

とから、能力をもった中高年（シニア）の掘り起こしを行うとともに、若年移住定住者の情報

共有を図る必要がある。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

視察研修費 視察研修費 視察研修費 視察研修費 視察研修費 

概算予算 

（交付金充当額） 

20,000 円 

(20,000 円) 

20,000 円 

(20,000 円) 

20,000 円 

(20,000 円) 

20,000 円 

(20,000 円) 

20,000 円 

(20,000 円) 

参考事項 

1-(5)-②  

事業名 人材研修等開催事業 説
明

担当事務員の能力を向上させるために、研修会や勉強会を開催

するとともに、市が開催する人材育成支援研修等に積極的に参

加する。 

現状と課題 
当協議会を充実した組織にしていくためには、企画、財務、労務等広範囲の知識が必要である

ため、担当事務員の能力向上を図る必要がある。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

研修会開催 研修会開催 研修会開催 研修会開催 研修会開催 

概算予算 

（交付金充当額） 

20,000 円 

(20,000 円) 

20,000 円 

(20,000 円) 

20,000 円 

(20,000 円) 

20,000 円 

(20,000 円) 

20,000 円 

(20,000 円) 

参考事項 

市主催の事務局研修会への参加状況 

観光ボランティア視察研修 
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２．活気あふれる元気なまち（自治部会）（観光部会）（文化部会） 

（1）和歌山街道ウォーキングコースの充実 

2-(1)-①  

事業名 
ウォーキングコース管

理事業 

説
明

飯高駅を拠点とした安全・安心なウォーキングコースとして草

刈や清掃等の維持管理を行うとともに、ガイドボランティアを

充実させる。 

現状と課題 

和歌山街道ウォーキングコースは年間 5,000 人が利用する重要な地域資源であるが、継続的に

維持管理ができる体制が必要である。現在、８人のガイドボランティアが活躍しているが、さ

らに充実させていく予定である。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

コース管理費 コース管理費 コース管理費 コース管理費 コース管理費 

概算予算 

（交付金充当額） 

100,000 円 

（100,000 円） 

100,000 円 

（100,000 円） 

100,000 円 

（100,000 円） 

100,000 円 

（100,000 円） 

100,000 円 

（100,000 円） 

参考事項 

2-(1)-②  

事業名 
ウォーキングコース整

備事業 

説
明

ウォーキングコース（７km コース）の中間地点にトイレや東屋

等を設置する。 

現状と課題 

２０年から案内板等を設置し整備してきたウォーキングコース（７kmコース）は、途中にトイ

レや休憩施設等がないため、安心してウォーキングができない。平成 26年 11 月に仮設トイレ

を設置したが、女性の利用者が増えていることから、水洗トイレや東屋の設置が望まれる。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

東屋設置 ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 

2,500,000 円 

（    0 円） 
― ― ― ―

参考事項 

仮設トイレ 東屋の設計図 

観光ボランティアによるコースの整備 観光ボランティアによるコースの案内
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（2）観光資源の活用と特産品の開発及び販路拡大 

 2-(2)-①  

事業名 
まちづくり会社設立事

業 

説
明

まちづくり協議会が中心になり、まちづくりのための起業家を

育成するとともに、地域資源を活用したまちづくり会社の設立

を検討する。 

現状と課題 

当地区は飯高駅を中心に観光交流産業が育ちつつあるが、周辺にも雇用の場が確保できる観光

資源があり、その活用が必要である。起業家育成を図りながら、まちづくり会社の設立を検討

していく。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ― 

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

 2-(2)-②  

事業名 
特産品等開発及び販路

拡大事業 

説
明

飯高駅と研究会を立ち上げ、地域ブランド化や特産品開発を進

めるとともに、ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）

を活用した販路拡大を図り、雇用の場の確保につなげる。 

現状と課題 

飯高駅を中心に出展する農産物は商品化ができてきたが、まだまだ、商品化ができていない農

産物等が多いことから、付加価値をつけた加工品の開発が必要である。また、雇用の場の確保

からも特産品の販路を拡大し地域ビジネスとして育成していく必要がある。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― 販路調査 販路調査 

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ―

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

参考事項 

飯高駅の開発した特産品 

つつじの里 荒滝 

飯 Ne!!の開発した特産品 

道の駅 飯高駅 
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（3）地域イベントの開催 

2-(3)-①  

事業名 
地域イベント等開催事

業 

説
明

地域で作る若いグループを中心に実行委員会を立ち上げ、（株）

飯高駅と共催で「宮前フェスティバル」等を開催する。 

現状と課題 
地域活性化と地域内外の交流を目的に、宮前フェスティバルを開催してきたが、今後も飯高駅

を拠点に関係団体と連携して開催し、地域の元気度をＵＰさせる必要がある。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

イベント開催委託 イベント開催委託 イベント開催委託 イベント開催委託 イベント開催委託 

概算予算 

（交付金充当額） 

1,000,000 円 

(  500,000 円) 

1,000,000 円 

(  500,000 円) 

1,000,000 円 

(  500,000 円) 

1,000,000 円 

(  500,000 円) 

1,000,000 円 

(  500,000 円) 

参考事項 

 2-(3)-②  

事業名 
地域イベント等支援事

業 

説
明

各地域で開催される祭事や行事を調査し、宮前まちづくり協議

会だより等を通じてＰＲをしていく。 

現状と課題 
当地区には、荒滝つつじ祭りをはじめ、区や組で実施される祭事や行事等が数多く開催される

が、主催者も高齢化し、参加者も年々減少している。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

イベント開催助成 イベント開催助成 イベント開催助成 イベント開催助成 イベント開催助成 

概算予算 

（交付金充当額） 

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

参考事項 

下滝野SANさん会、宮前良処会、赤桶やったろ会のメンバー 

赤桶つつじ祭り 秋葉山秋まつり 
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（4）生産者・事業者と連携した集客のしくみづくり 

2-(4)-①  

事業名 
集客システム構築事

業 

説
明

西部商工会等と連携し、地域資源のパッケージ化や地域の歴

史・文化に触れる機会を提供するなどして、魅力的な集客シス

テムを構築し、地域ビジネスにつなげていくよう努力する。 

現状と課題 
飯高駅を中心に年間３５万人の入込み客があるが、観光客の消費動向が地域経済に波及してい

ない現状にある。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― システム構築 システム構築 

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ―

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

参考事項 

2-(4)-②  

事業名 事業者等連携事業 説
明

観光事業者や三重交通等と連携し、団体客むけの観光商品（バ

スハイク）等を開発して地域内外にＰＲしていく。 

現状と課題 
飯高駅は市街地から約１時間の位置にあり、公共交通機関も路線バスだけのため自家用車での

来訪が多いが、観光バス等による団体客も誘客する必要がある。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― 観光商品開発 観光商品開発 

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ―

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

参考事項 

【例】バイオマス発電買取制度と連携した商品券の発行 

飯南森林組合や木質バイオマス関係団体と連携し、未利用の間

伐材を１トン当たり６０００円で買い取り、バイオマス発電に活

用する「森林活（もりかつ）プロジェクト」をスタートさせた。

地元商工会とも連携し、買い取り額の半額を地域限定の商品券で

支給し、地域経済の活性化にも役立てる。（市の事業） 

森林活プロジェクト 

バスハイクによる珍布峠ウォーキング 
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（5）移住者への魅力発信 

 2-(5)-①  

事業名 
移住者向け魅力発信事

業 

説
明

宮前に住みたいと思っている人に、ホームページを活用した情

報発信をするとともに、移住希望者向け相談窓口を開設するた

めの研究部会を立ち上げる。 

現状と課題 
当地区も過疎化・少子高齢化が進行しているため、地域のリーダーになるべき人材が不足して

いる。小中学校も児童生徒が減少し、クラブ活動などに支障がでている。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

情報誌作成発送 情報誌作成発送 情報誌作成発送 情報誌作成発送 情報誌作成発送 

概算予算 

（交付金充当額） 

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

参考事項 

2-(5)-②  

事業名 
空き家バンク等支援事

業 

説
明

平成２６年度から市は飯高・飯南管内で空き家バンク制度を開

始したことから、情報の提供や地域相談員の設置等、市と連携

して進めていく。 

現状と課題 

過疎化にともない、老朽化した空き家が増加し、空き家バンクとしての活用は難しいが、今後

ますます空き家が増加すると考えられることから、空き家バンク制度が推進されるよう支援し

ていく必要がある。現在少数であるが都市部より若い人が移住定住している実績もある。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

「松阪市空き家バンク制度」の移住者募集の

ちらし 

空き家バンクに登録されている住宅（野々口） 

移住者のコメント（市ちらしより抜粋） 

・・・・ 澄んだ空気、川のせせらぎ、季節を感

じさせる草花、虫、鳥たち・・・。物のあふれる

世の中ですが、ここには、生活の素材がたくさん

あり、その温かさは子供たちにも十分伝わってい

ます。保育園では兄弟のように育ててもらい、小

学校では教科書で学べない授業がたくさん工夫さ

れています。少人数ならではの運動会、学生生活

での異学年交流や目の行き届いた教育は、田舎で

子育てをしてよかったと実感します。・・・・ 
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３．安全で安心して暮らせるまち（防災部会）（青少年部会） 

（1）自主防災組織の充実 

3-(1)-①  

事業名 自主防災組織強化事業 説
明

自主防災組織を強化するために、連絡網の周知と消防団や行政

との連携･協力のマニュアルを再点検するとともに、各自主防災

組織の役員研修等を実施する。 

現状と課題 

当協議会は全地域に自主防災組織を立ち上げ年 1回の訓練を実施するともに、住民カード・防

災マップを作成してきた。しかし、近年のゲリラ豪雨や大規模災害に対応するために組織を強

化する必要がある。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

活動助成 活動助成 活動助成 活動助成 活動助成

概算予算 

（交付金充当額） 

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

50,000 円 

(50,000 円) 

参考事項 

3-(1)-②  

事業名 
住民カード・防災マップ

更新事業 

説
明

毎年、住民カードを見直し緊急時に行政と情報共有できるよう

データを整備しておくとともに、定期的に危険区域等の点検を

行い、防災マップを更新作成し各戸に配布する。 

現状と課題 
当協議会は２４年に住民カード・２２年に防災マップを作成し各戸に配布したが、いつでも活

用できるよう更新していく必要がある。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― 防災マップ更新 ― 

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ―

100,000 円 

（100,000 円） 
―

参考事項 

自主防災組織による訓練の様子 

宮前地区自主防災組織の一覧 

・下滝野自主防災組織  132世帯 

・宮前下自主防災組織   90世帯 

・宮前中自主防災組織   91世帯 

・宮前上自主防災組織   77世帯 

・赤桶自主防災組織    180世帯 

災害時避難路図（各戸配布） 
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3-(1)-③  

事業名 
大災害地域対応計画策

定事業 

説
明

大災害発生時の役割分担（連絡連携プレー）のマニュアルを策

定し、風水害対策とともに、地域住民に周知啓発を行う。 

現状と課題 
当地区は、近い将来発生するといわれる東南海地震は、土砂災害等の危険が想定されるが、ま

だまだ住民意識は低く啓発を実施する必要がある。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

（2）犯罪のないまちづくり  

3-(2)-①  

事業名 防犯灯等整備事業 説
明

自治会やＰＴＡからの報告により現地調査を実施し、危険な通

学路に防犯灯の設置を急ぐとともに、ＬＥＤへの変更を実施し

ていく。 

現状と課題 
防犯灯の整備は、平成２５年から、住民協議会が実施することになったが、地域の要望に対応

できるだけの財源が不足している。特に、危険な通学路解消にむけた取り組みが必要である。

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

防犯灯設置 防犯灯設置 防犯灯設置 防犯灯設置 防犯灯設置 

概算予算 

（交付金充当額） 

130,000 円 

（130,000 円） 

130,000 円 

（130,000 円） 

130,000 円 

（130,000 円） 

130,000 円 

（130,000 円） 

130,000 円 

（130,000 円） 

参考事項 

LEDに取り換えられた防犯灯 

松阪市避難所運営マニュアル 

宮前地区の防犯灯設置数 

・下滝野    68ヶ所 

・宮前     100ヶ所 

・野々口    13ヶ所 

・作滝     11ヶ所 

・赤桶      69ヶ所 
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3-(2)-②  

事業名 地域防犯組織設置事業 説
明

自治会ごとに、地域防犯組織を設立し、声かけ運動や空き家等

の巡回を実施していく。 

現状と課題 
近年、宮前地区では発生していませんが、近隣地区では空き家等を狙った犯罪が増加している

ので、注意喚起をしていく。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

（3）交通事故のないまちづくり 

 3-(3)-①  

事業名 交通安全指導連携事業 説
明

自治会や学校・警察・行政等と連携して、啓発運動を実施する

とともに、関係団体が開催する研修に参加する。 

現状と課題 
現在は特別な問題はないが、休日の飯高駅周辺は交通量が増加するため、子どもや高齢者等の

交通弱者には危険である。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

宮前地区の空き家を狙った犯罪件数 

 平成 21年度    1件（ 1件） 

平成 22年度    0 件（ 0件） 

平成 23年度    0 件（ 0件） 

平成 24年度    0 件（ 0件） 

平成 25年度    0 件（ 0件） 

※飯高幹部交番調べ （ ）は飯高管内 

とまとーずの活動 交通安全指導員の活動 

空き家になっている家屋 
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3-(3)-②  

事業名 
カーブミラー等点検整

備事業 

説
明

自治会や学校・ＰＴＡと連携し、カーブミラー等の点検を実施

するとともに、必要に応じて改善を要望していく。 

現状と課題 
路地からの飛び出し事故が起こらないように、危険箇所の点検と既設のカーブミラー等の点検

が必要である。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

3-(3)-③  

事業名 通学路等点検整備事業 説
明

自治会や学校・ＰＴＡと連携して通学路の安全点検を実施し必

要に応じて改善を要望していく。 

現状と課題 
子どもたちの通学路での事故を防止するために、常に危険箇所を点検するとともに、暗い危険

な場所には、防犯灯が必要である。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

防犯灯設置 ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 

300,000 円 

（300,000 円） 
― ― ― ―

参考事項 

老朽化したカーブミラーの設置状況 

通学危険箇所（倒木、落石の危険） 通学危険箇所改善要望書 

宮前地区のカーブミラー設置数 

・下滝野    32 ヶ所 

・宮前      3 ヶ所 

・野々口     3 ヶ所 

・作滝     38 ヶ所 

・赤桶      30 ヶ所 
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４．地域の絆を大切にするまち（福祉部会） 

（1）誰もが憩えるたまり場づくり 

4-(1)-①  

事業名 
まちづくりサロン整備

事業 

説
明

世代間・地域間をつなぎ、憩える場所を提供していくために。

まちづくり会館をさらに利活用してもらえるようＰＲしていく

とともに、集会所や空き家を利用したふれあいサロンの確保を

検討する。 

現状と課題 
まちづくり会館を活用して各種のサークルを開催しているが、高齢者はゲートボール場以外に

憩える場所がないために、すべての世代の人が憩える常設の交流の場が必要である。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

4-(1)-②  

事業名 地域子育て支援事業 説
明

地域の子どもの成長・発達を見守るために、保護者や地域の住

民、保育園、学校、子育てに関わる各種団体等と連携し、充実

した子育て環境が整備できるよう支援する。 

現状と課題 
やまなみ保育園に置かれている子育て支援センターや学童保育等を充実させるとともに、子育

て仲間が交流し、相談や研修などができる地域の子育て支援拠点づくりが必要である。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

活動助成 活動助成 活動助成 活動助成 活動助成 

概算予算 

（交付金充当額） 

50,000 円 

（50,000 円） 

50,000 円 

（50,000 円） 

50,000 円 

（50,000 円） 

50,000 円 

（50,000 円） 

50,000 円 

（50,000 円） 

参考事項 

子育て世代の交流 

老人福祉センターの利用状況 宮前まちづくり会館の利用状況 

地域の方から昔の遊びを学ぶ児童たち 
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（2）隣近所の声かけ見守り事業 

4-(2)-①  

事業名 
高齢者等声かけ見守り

事業 

説
明

日頃からの交流を密にして、お互いに支え合う仕組みづくりを

進めるとともに、子どもや高齢者・障がい者の見守り体制を確

立していく。 

現状と課題 
一人暮らしの高齢者や高齢者世帯の人が増える中、「住民カード」を作成し災害時要援護者の

支援体制を確立してきたが、日頃からの隣近所の声かけ見守りが大切である。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

（3）世代間交流の推進 

4-(3)-①  

事業名 世代間交流事業 説
明

経験豊富な高齢者から子育て体験・生活の知恵などを学ぶ世代を

超えたふれあい交流事業や敬老事業の推進や公民館講座・スポー

ツを通じた幅広い世代間交流事業を実施していく。 

現状と課題 
核家族化が進み、共同作業の少なくなった現在社会において、世代間の交流が希薄になったこ

とから、各世代が交流できるイベントや地域行事等の参加を積極的に働きかける必要がある。

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

イベント開催助成 イベント開催助成 イベント開催助成 イベント開催助成 イベント開催助成 

概算予算 

（交付金充当額） 

350,000 円 

（350,000 円） 

350,000 円 

（350,000 円） 

350,000 円 

（350,000 円） 

350,000 円 

（350,000 円） 

350,000 円 

（350,000 円） 

参考事項 

宮前文化祭の状況 

民生委員による配食を兼ねた高齢者の見守りの

小中学校・地区合同運動会の状況 
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５．恵まれた自然環境を守り続けるまち（自治部会） 

（1）美化運動の拡充 

5-(1)-①  

事業名 美化運動拡充事業 説
明

自治会の実施する美化運動と連携するとともに、未実施の部分

を地域ボランティアの会を設立して美化運動を実施していく。 

現状と課題 
地域内では国道 166 号線沿いの草刈や歩道周辺のゴミ拾い等が一部実施されているが、未実施

のところもあるので定期的に実施する必要がある。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

5-(1)-②  

事業名 
ポイ捨て防止看板設置

事業 

説
明

年次計画をたて、ゴミのポイ捨て防止看板を作成設置していく。

現状と課題 
道路の駐車場や林道沿いに不法に投棄されたゴミが増えているが、今後、地域の担い手が高齢

化しており今までのように清掃が実施できない箇所がでてきた。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― 看板設置 看板設置 

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ―

50,000 円 

（50,000 円） 

50,000 円 

（50,000 円） 

参考事項 

不法投棄防止看板設置状況

国道の草刈の状況写真 
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（2）憩いの広場づくり・里山の手入れ 

5-(2)-①  

事業名 公園等管理事業 説
明

公園等の保持と適正管理を支援していくとともに住民の積極的

な利活用が図れるようＰＲしていく。 

現状と課題 
荒滝不動尊、秋葉山、局ケ岳神社、柏原不動尊等の境内は公園化され広場として利用されてい

が、日常的な利用が少ないため維持管理が難しくなっている。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

5-(2)-②  

事業名 里山等整備事業 説
明

荒廃した山林を保全することによって、里山の風景を地域資源

として活用するとともに生態系の維持にもつなげていく。 

現状と課題 
林業の担い手の高齢化により、里山の風景を保全していくことが難しいが、ウォーキングコー

スの山林は、大規模林業家による整備が一部実施されている。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

荒廃した里山の状況 整備された里山

秋葉山農村公園の維持管理状況
飯高駅 交流広場
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（3）水辺とふれあう里づくり 

5-(3)-①  

事業名 
ふるさとの水辺整備事

業 

説
明

水辺（櫛田川）への降口や遊歩道等の整備をするとともに、飯

高駅周辺に親水スペースを整備することを検討する。 

現状と課題 
鮎釣りや川で遊ぶ人が少なくなり、櫛田川に親しむ機会がますます低下していくため、親水施

設等の整備が必要である。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

5-(3)-②  

事業名 清流櫛田川復元事業 説
明

地域内外の人に水道水源である櫛田川をＰＲするとともに、清

流櫛田川を取り戻す運動を展開する。 

現状と課題 
櫛田川の河川環境が近年悪化し、鮎釣りや川で遊ぶことが少なくなった。上流の地域に住む者

としてこの水を守っていくとともにできるだけ昔の櫛田川を取り戻す必要がある。 

年次計画 
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

― ― ― ― ―

概算予算 

（交付金充当額） 
― ― ― ― ―

参考事項 

降り口整備済状況

櫛田川 30年前の鮎釣り風景 

降り口整備予定箇所
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Ⅵ．地域計画の進め方 

  地域福祉計画（平成 21年 3月）策定時に集約した地域住民の意見や要望を参考にして、地域計画案編成委

員が地域づくりの目標や基本方針を定め、各部会と調整して具体的な施策を決定しました。 

 その後、宮前まちづくり協議会の理事会の代表者からなる地域計画策定審議会に諮り、答申をされました。 

【宮前地区まちづくり協議会役員】 

 氏 名 備 考 

会長 田中 羚兒  

副会長 山下 泰史 

副会長 田中 正 

副会長 野呂 久嗣 

事務局長 向坂 文一 

事務局長補佐 尾鍋 哲也 

会計 滝野 源一 

会計補佐 野呂 義文 

【地域計画策定審議会委員】 

 氏 名 所 属 備 考 

委員 森本 淳 赤桶やったろ会  

委員 野呂 裕一 宮前良処会 

委員 村田 仁 下滝野ＳＡＮさん会 

委員 中川 順子 飯Ｎe！! 

委員 角谷 浩志 自治会 

委員 中村 武司 自主防災組織 

委員 渕上 和俊 ガイドボランティア 

委員 中里 孝子 主任児童委員 

委員 尾鍋 哲也 協議会役員 会長

委員 九鬼 弘和 宮前小学校ＰＴＡ 

委員 片浦 正史 飯高東中学校ＰＴＡ 

議案

報告
計画書諮問

･･･ 地域計画基本案をつくる 

宮前地区まちづくり協議会 

（地域計画案編成事務委員） 

･･･ 審議・策定案了承 

宮前地区まちづくり協議会役員会 ･･･ 地域計画案報告 

宮前地区まちづくり協議会総会 ･･･ 地域計画の承認 

答申

地域計画策定審議会 

承認
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【地域計画案編成事務委員】 

 氏 名 所属・役職 備 考 

委員長 田中 羚兒 協議会役員会長  

委員 向坂 文一 事務局長・文化部会長 

委員 野呂 義文 会計次長 

委員 大谷 洋一 自治部会長 

委員 柳瀬 勝久 行政 

委員 高岡 清士 行政 

Ⅶ．地域計画策定の経過 

開催日時 会議名 内   容 

H26. 7. 9 第 1回地域計画案編成委員会  

H26. 8. 6 第 2回地域計画案編成委員会  

H26. 9. 3 第 3回地域計画案編成委員会  

H26.10.10 第 4回地域計画案編成委員会  

H26.11.21 第 5回地域計画案編成委員会  

H27. 1.13 第 6回地域計画案編成委員会  

H27. 2.10 第 7回地域計画案編成委員会  

H27. 3.18 第 1回地域計画作成審議会  

H27. 4.23 第 2回地域計画作成審議会  

H27. 5.15 宮前まちづくり協議会役員会 

H27. 6. 1 宮前まちづくり協議会総会 
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Ⅷ．その他資料 

１．宮前まちづくり協議会組織図 

総 会 

事業計画、予算等の決定 
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自治連合会、公民館 等 
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会長、副会長、会計、事務局長 

!! 
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お申し込みは 

松阪市飯高老人福祉センター内 

宮前まちづくり協議会事務局 

   電話 ０５９８－４６－１３１５ 

   FAX  ０５９８－４６－１３１５ 

宮前まちづくり協議会に指定寄付（1万円以上）

いただければ、松阪市のプレゼントに加えて「飯

高の湯の入湯券」をプレゼントさせていただき

ます。 

松阪市を応援してくれた方に、ふるさとの特産品のプレゼント 

さらに特典 
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宮前地区まちづくり計画 

平成 27 年 5月 

発行 宮前まちづくり協議会 

   〒515-1502 三重県松阪市飯高町宮前 704 

          宮前まちづくり会館 

 （連絡先：松阪市飯高老人福祉センター内） 

宮前まちづくり協議会事務局 

   電話   ０５９８－４６－１３１５ 

   FAX    ０５９８－４６－１３１５ 


